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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 埋 設 さ れ た 管 路 の 内 部 に 、 前 記 管 路 に お け る 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 切 断 装 置 を 挿 入 す  
る 挿 入 工 程 と 、
　 前 記 切 断 装 置 で 前 記 管 路 を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯 状 の 切 断 片 と す る 切 断 工 程 と 、
　 前 記 切 断 片 を 、 前 記 管 路 の 内 部 を 介 し て 前 記 手 前 側 か ら 外 部 へ 引 き 出 す 回 収 工 程 と 、 を  
含 み 、
前 記 回 収 工 程 で は 、 前 記 切 断 片 の 奥 側 端 部 を 前 記 管 路 の 内 部 へ 引 き 込 み 、 当 該 内 部 を 介 し  
て 前 記 手 前 側 の 前 記 管 路 の 端 部 の 開 口 か ら 当 該 切 断 片 を 外 部 へ 引 き 出 す 埋 設 管 路 撤 去 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 収 工 程 で は 、 前 記 奥 側 に お い て ア ン カ ー 部 を 前 記 切 断 片 に 係 合 さ せ て 、 前 記 管 路  
に お け る 前 記 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 当 該 ア ン カ ー 部 を 外 部 へ 引 き 出 し て 前 記 切 断 片 を 外  
部 へ 引 き 出 す 請 求 項 １ に 記 載 の 埋 設 管 路 撤 去 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 管 路 を 加 熱 す る 加 熱 工 程 を 更 に 含 み 、
　 前 記 回 収 工 程 は 、 前 記 加 熱 工 程 後 に 行 う 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 埋 設 管 路 撤 去 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 加 熱 工 程 で は 、 水 蒸 気 を 用 い て 前 記 管 路 を 加 熱 す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 埋 設 管 路 撤 去  
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】

請求項の数　6　（全14頁）
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　 埋 設 さ れ た 管 路 の 手 前 側 か ら 内 部 に 挿 入 さ れ 、 前 記 管 路 を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯  
状 の 切 断 片 と す る 切 断 装 置 と 、
　 前 記 切 断 片 を 前 記 管 路 の 内 部 を 介 し て 前 記 手 前 側 か ら 外 部 へ 引 き 出 す 回 収 装 置 と 、 を 備  
え 、
前 記 回 収 装 置 は 、
前 記 管 路 の 奥 側 に お い て 前 記 切 断 片 に 係 合 す る ア ン カ ー 部 と 、
前 記 管 路 の 内 部 を 介 し て 前 記 管 路 に お け る 前 記 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 前 記 ア ン カ ー 部 を  
外 部 へ 引 き 出 す 牽 引 部 と を 有 す る 埋 設 管 路 撤 去 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 管 路 を 加 熱 す る 加 熱 装 置 を 更 に 備 え 、
　 前 記 加 熱 装 置 は 、 水 蒸 気 を 前 記 管 路 の 内 部 に 供 給 す る ノ ズ ル 部 を 有 す る 請 求 項 ５ に 記 載  
の 埋 設 管 路 撤 去 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 埋 設 管 路 撤 去 方 法 及 び 埋 設 管 路 撤 去 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 通 信 線 、 電 力 線 、 ガ ス 管 、 水 道 管 な ど の 埋 設 管 路 は 、 老 朽 化 な ど に よ り 機 能 不 全 と な る  
と 更 新 す る 必 要 が 生 ず る 。 機 能 不 全 と な っ た 埋 設 管 路 は 、 不 要 な 埋 設 管 路 （ 以 下 、 不 要 管  
路 と 記 載 す る 場 合 が あ る ） と し て 、 必 要 に 応 じ て 撤 去 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 不 要 管 路 の 撤 去 作 業 は 、 対 象 区 間 を 掘 削 し て 不 要 管 路 を 露 出 さ せ れ ば 行 え る 。 し か し 、  
不 要 管 路 が 発 生 す る 都 度 、 開 削 し て 撤 去 を 行 う の は 非 効 率 で あ る し 、 コ ス ト が 掛 か る 。 そ  
こ で 、 こ の 撤 去 作 業 に 掛 か る 掘 削 作 業 費 を 削 減 す べ く 、 非 開 削 で 安 価 に 不 要 埋 設 管 を 撤 去  
す る こ と が で き る 工 法 （ 方 法 ） が 検 討 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 特 許 文 献 １ に は 、 非 開 削 で 老 朽 化 や 機 能 不 全 の 管 路 を 破 砕 ・ 除 去 し 、 新 設 管 を 推 進 工  
法 で 敷 設 す る 工 法 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 工 法 で は 、 破 砕 用 の ヘ ッ ド を 装 着 し た 推 進 機 を  
既 設 の 管 路 に 沿 わ せ て 推 進 さ せ て こ の 既 設 の 管 路 の 断 面 を 破 砕 し つ つ 破 砕 し た 管 を 回 収 し  
て 新 設 管 に 敷 設 替 え を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 非 特 許 文 献 ２ に は 、 非 開 削 で リ ッ パ に よ り 既 設 の 管 路 を 把 持 し 、 立 坑 に 設 け た 牽 引 装 置  
に よ り Ｐ Ｃ 鋼 材 を 介 し て 既 設 の 管 路 を 引 抜 く 工 法 が 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 非 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 リ バ ー ス エ ー ス 工 法   エ ー ス モ ー ル 工 法 協 会 、 ［ 令 和 ３ 年 ５ 月 ８ 日 検 索 ］ 、 イ ン  
タ ー ネ ッ ト ＜ h t t p : / / a c e m o l e . j p / r e b i r t h a c e / ＞
【 文 献 】 R e キ ュ ー ブ モ ー ル   三 井 住 友 建 設 株 式 会 社 、 ［ 令 和 ３ 年 ５ 月 ８ 日 検 索 ］ 、 イ ン タ  
ー ネ ッ ト ＜ h t t p s : / / w w w . s m c o n . c o . j p / s e r v i c e / r e - c u b e / ＞
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 非 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 さ れ た よ う な 工 法 は 、 不 要 と な っ た 中 口 径 管 路 の 撤 去 に は 適 し  
た 技 術 で あ る 。 し か し 、 不 要 埋 設 管 の 近 傍 、 例 え ば 、 不 要 管 路 に 沿 っ て 他 の 管 路 （ 例 え ば  
、 小 口 径 管 路 ） が 埋 設 さ れ て い る 場 合 、 他 の 管 路 に 影 響 さ せ ず に 不 要 管 路 の み を 撤 去 す る  
難 し い 作 業 と な る 。 特 に 、 不 要 管 路 に 沿 っ て 複 数 条 の 小 口 径 管 路 が 埋 設 さ れ て い る 場 合 に  
は 、 不 要 管 路 の み を 撤 去 す る の は 困 難 で あ る 。 そ の た め 、 仮 に 複 数 条 の 管 路 が 存 在 す る 場  
合 で あ っ て も 、 不 要 管 路 の み を 選 択 し て 撤 去 可 能 な 埋 設 管 路 撤 去 工 法 及 び 埋 設 管 路 撤 去 装  
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置 の 提 供 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 か か る 実 状 に 鑑 み て 為 さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 不 要 管 路 の み を 選  
択 し て 撤 去 可 能 な 埋 設 管 路 撤 去 方 法 及 び 埋 設 管 路 撤 去 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、
　 埋 設 さ れ た 管 路 の 内 部 に 、 前 記 管 路 に お け る 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 切 断 装 置 を 挿 入 す  
る 挿 入 工 程 と 、
　 前 記 切 断 装 置 で 前 記 管 路 を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯 状 の 切 断 片 と す る 切 断 工 程 と 、
　 前 記 切 断 片 を 、 前 記 管 路 の 内 部 を 介 し て 前 記 手 前 側 か ら 外 部 へ 引 き 出 す 回 収 工 程 と 、 を  
含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、 更 に 、
　 前 記 回 収 工 程 で は 、 前 記 管 路 に お け る 前 記 奥 側 か ら 前 記 切 断 片 を 前 記 管 路 の 内 部 へ 引 き  
込 み 、 当 該 内 部 を 介 し て 前 記 手 前 側 の 前 記 管 路 の 端 部 の 開 口 か ら 当 該 切 断 片 を 外 部 へ 引 き  
出 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、 更 に 、
　 前 記 回 収 工 程 で は 、 前 記 奥 側 に お い て ア ン カ ー 部 を 前 記 切 断 片 に 係 合 さ せ て 、 前 記 管 路  
に お け る 前 記 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 当 該 ア ン カ ー 部 を 外 部 へ 引 き 出 し て 前 記 切 断 片 を 外  
部 へ 引 き 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、 更 に 、
　 前 記 管 路 を 加 熱 す る 加 熱 工 程 を 更 に 含 み 、
　 前 記 回 収 工 程 は 、 前 記 加 熱 工 程 後 に 行 っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、 更 に 、
　 前 記 加 熱 工 程 で は 、 水 蒸 気 を 用 い て 前 記 管 路 を 加 熱 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め の 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 装 置 は 、
　 埋 設 さ れ た 管 路 の 手 前 側 か ら 内 部 に 挿 入 さ れ 、 前 記 管 路 を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯  
状 の 切 断 片 と す る 切 断 装 置 と 、
　 前 記 切 断 片 を 前 記 管 路 の 内 部 を 介 し て 前 記 手 前 側 か ら 外 部 へ 引 き 出 す 回 収 装 置 と 、 を 備  
え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、 更 に 、
　 前 記 回 収 装 置 は 、
　 　 前 記 管 路 の 奥 側 に お い て 前 記 切 断 片 に 係 合 す る ア ン カ ー 部 と 、
　 　 前 記 管 路 の 内 部 を 介 し て 前 記 管 路 に お け る 前 記 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 前 記 ア ン カ ー  
部 を 外 部 へ 引 き 出 す 牽 引 部 と を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 は 、 更 に 、
　 前 記 管 路 を 加 熱 す る 加 熱 装 置 を 更 に 備 え 、
　 前 記 加 熱 装 置 は 、 水 蒸 気 を 前 記 管 路 の 内 部 に 供 給 す る ノ ズ ル 部 を 有 し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 不 要 管 路 の み を 選 択 し て 撤 去 可 能 な 埋 設 管 路 撤 去 方 法 及 び 埋 設 管 路 撤 去 装 置 を 提 供 す る  
こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 撤 去 対 象 の 埋 設 管 の 埋 設 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 撤 去 対 象 の 埋 設 管 及 び 当 該 埋 設 管 マ ン ホ ー ル と の 接 続 部 分 の 詳 細 を 説 明 す る 図 で  
あ る 。
【 図 ３ 】 埋 設 管 路 撤 去 装 置 の 構 成 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 切 断 装 置 に よ る 埋 設 管 の 切 断 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 加 熱 装 置 の 埋 設 管 へ の 挿 入 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 加 熱 装 置 に よ る 埋 設 管 の 加 熱 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 回 収 装 置 の 埋 設 管 へ の 挿 入 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 埋 設 管 の 奥 側 端 部 に お い て ア ン カ ー 部 を 埋 設 管 の 切 断 片 に 係 合 さ せ る 態 様 を 説 明  
す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 埋 設 管 に お け る 奥 側 か ら 埋 設 管 の 切 断 片 を 埋 設 管 の 内 部 へ 引 き 込 む 態 様 を 説 明 す  
る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 埋 設 管 の 内 部 を 介 し て 埋 設 管 の 端 部 の 開 口 か ら 切 断 片 を 外 部 へ 引 き 出 す 態 様 を  
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 埋 設 管 の 内 部 へ の 切 断 装 置 の 挿 入 、 加 熱 装 置 の 挿 入 及 び 回 収 装 置 の 挿 入 を 同 時  
に 行 う 場 合 の 態 様 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 埋 設 管 の 切 断 、 埋 設 管 の 加 熱 及 び 埋 設 管 の 引 き 出 し を 同 時 に 実 施 す る 場 合 の 態  
様 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 面 に 基 づ い て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 及 び 埋 設 管 路 撤 去 装 置 に つ  
い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
（ 概 要 説 明 ）
　 図 １ に 示 す よ う に 、 埋 設 管 路 撤 去 装 置 １ ０ ０ （ 以 下 、 単 に 撤 去 装 置 １ ０ ０ と 記 載 す る ）  
は 、 本 実 施 形 態 の 埋 設 管 路 撤 去 方 法 を 実 現 で き る 装 置 の 一 例 で あ る 。 後 述 す る よ う に 、 撤  
去 装 置 １ ０ ０ は 、 地 中 Ｇ に 埋 設 さ れ た 埋 設 管 ６ （ 埋 設 管 路 、 管 路 の 一 例 ） の み を 選 択 し て  
撤 去 す る こ と が で き る 。 埋 設 管 ６ は 、 本 実 施 形 態 に お い て 撤 去 対 象 と な っ て い る 不 要 管 路  
の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ で は 、 埋 設 管 ６ の 埋 設 状 態 の 一 例 を 示 し て い る 。 埋 設 管 ６ は 、 一 対 の マ ン ホ ー ル ８  
、 ９ 間 に 架 け 渡 す よ う に 埋 設 さ れ て い る 。 以 下 で は 、 埋 設 管 ６ に お け る 、 マ ン ホ ー ル ８ 側  
を 手 前 側 、 マ ン ホ ー ル ９ 側 を 奥 側 と 称 す る 場 合 が あ る 。 撤 去 装 置 １ ０ ０ は 、 埋 設 管 ６ の 手  
前 側 か ら 埋 設 管 ６ の 筒 の 内 部 （ 以 下 、 単 に 埋 設 管 ６ の 内 部 と 記 載 す る ） に 挿 入 し て 用 い ら  
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 埋 設 管 ６ の 近 傍 に は 、 撤 去 対 象 で は な い 他 の 埋 設 管 ７ が 埋 設 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す 例  
で は 、 埋 設 管 ７ と し て 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 沿 い 、 一 対 の マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ 間 に 架 け 渡  
す よ う に 埋 設 さ れ て い る 埋 設 管 ７ １ 、 ７ ２ と 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 と 交 差 し て 埋 設 さ れ て  
い る 埋 設 管 ７ ３ を 示 し て い る 。 埋 設 管 ６ を 撤 去 作 業 を 行 う 際 に 、 こ れ ら 埋 設 管 ７ は 破 壊 し  
て は な ら ず 、 ま た 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 後 に 埋 設 管 ７ の 埋 設 状 態 が 変 化 し て し ま う よ う な 影 響  
を 与 え て は な ら な い 。 す な わ ち 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 作 業 時 に こ れ ら 埋 設 管 ７ に ダ メ ー ジ を 与  
え て は な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 撤 去 装 置 １ ０ ０ は 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 か ら 内 部 に 挿 入 さ れ 、 埋 設 管  
６ を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯 状 の 切 断 片 と す る 切 断 装 置 １ と 、 切 断 片 を 埋 設 管 ６ の 内  
部 を 介 し て 手 前 側 か ら 外 部 へ 引 き 出 す 回 収 装 置 ３ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 撤 去 装 置 １ ０ ０ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 を 実 現 す る こ と が で き る 。 す な  
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わ ち 、 撤 去 装 置 １ ０ ０ は 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 、 埋 設 管 ６ に お け る 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て  
切 断 装 置 １ を 挿 入 す る 挿 入 工 程 と 、 切 断 装 置 １ で 埋 設 管 ６ を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯  
状 の 切 断 片 と す る 切 断 工 程 と 、 埋 設 管 ６ の 切 断 片 を 、 埋 設 管 ６ の 内 部 を 介 し て 手 前 側 か ら  
外 部 へ 引 き 出 す 回 収 工 程 と 、 の 実 行 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ 詳 細 説 明 ）
　 上 述 の ご と く 、 撤 去 対 象 の 埋 設 管 ６ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 一 対 の マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ 間  
に 架 け 渡 す よ う に 埋 設 さ れ て い る 。 図 ３ に は 、 埋 設 管 ６ と 、 埋 設 管 ６ に お け る 、 一 対 の マ  
ン ホ ー ル ８ 、 ９ と の 接 続 部 分 の 拡 大 図 を 示 し て い る 。 本 実 施 形 態 の 埋 設 管 ６ は 、 例 え ば 、  
通 信 線 や 電 力 線 を 収 容 す る た め に 用 い ら れ て い た も の で あ る 。 埋 設 管 ６ の 撤 去 に 先 立 っ て  
、 埋 設 管 ６ に 収 容 さ れ て い た 通 信 線 や 電 力 線 は あ ら か じ め 撤 去 さ れ て い る 。 埋 設 管 ６ は 、  
鋼 管 の よ う な 金 属 製 の 管 や 塩 化 ビ ニ ル 製 の 管 （ い わ ゆ る 塩 ビ 管 ） の よ う な 樹 脂 製 の 管 で あ  
る 。 本 実 施 形 態 で は 、 以 下 、 埋 設 管 ６ が 塩 ビ 管 で あ る 場 合 を 例 示 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ の 側 壁 ８ ０ 、 ９ ０ に は 、 埋 設 管 ６ の 端 部 を 嵌 め 込 む 貫 通 孔 ８ ６ 、 ９ ６  
が 形 成 さ れ て い る 。 埋 設 管 ６ の 両 方 の 端 部 は そ れ ぞ れ 、 貫 通 孔 ８ ６ 、 ９ ６ に は め 込 ま れ て  
い る 。 埋 設 管 ６ の 両 方 の 端 部 は 、 マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ の 内 部 空 間 側 か ら 、 カ バ ー ８ １ 、 ９ １  
で 覆 わ れ て い る 。 カ バ ー ８ １ 、 ９ １ は 例 え ば 、 埋 設 管 ６ の 筒 内 部 に 嵌 る ス リ ー ブ ８ ２ 、 ９  
２ と 、 ス リ ー ブ ８ ２ 、 ９ ２ の 側 壁 か ら そ の 径 方 向 外 側 に 延 出 す る 蓋 部 ８ ３ 、 ９ ３ と を 有 す  
る 。 蓋 部 ８ ３ 、 ９ ３ は 、 埋 設 管 ６ の 端 部 と 、 側 壁 ８ ０ 、 ９ ０ に お け る 埋 設 管 ６ の 端 部 の 外  
周 近 傍 の 部 分 と を 、 マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ の 内 部 空 間 側 か ら 覆 っ て い る 。 す な わ ち 、 図 ３ で 図  
示 す る 場 合 に お い て は 、 埋 設 管 ６ の 端 部 は 、 マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ の 内 部 空 間 側 に 露 出 し て い  
な い 。 し た が っ て 、 マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ に 作 業 者 な ど が 入 り 込 ん だ 場 合 で も 、 当 該 作 業 者 は  
、 埋 設 管 ６ の 端 部 に 直 接 ア ク セ ス す る こ と が で き な い 。 埋 設 管 ６ の 内 部 は 、 マ ン ホ ー ル ８  
、 ９ の 内 部 空 間 に 対 し て 解 放 さ れ て お り 、 埋 設 管 ６ の 内 部 は マ ン ホ ー ル ８ 、 ９ の 内 部 空 間  
と 連 通 し て い る 。 な お 、 図 １ に は 示 し て な い が 、 埋 設 管 ６ の 端 部 の 近 傍 又 は カ バ ー ８ １ 、  
９ １ の 端 部 の 近 傍 の 土 壌 に は 砂 状 の 土 壌 が 用 い ら れ て い る 場 合 が 多 い 。 以 下 で は 、 埋 設 管  
６ の 端 部 の 近 傍 及 び カ バ ー ８ １ 、 ９ １ の 端 部 の 近 傍 の 土 壌 が 砂 で あ り 、 崩 れ や す い 場 合 を  
例 示 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に お け る 撤 去 装 置 １ ０ ０ は 、 上 述 の 切 断 装 置 １ と 、 回 収  
装 置 ３ と 、 に 加 え て 、 更 に 、 埋 設 管 ６ を 加 熱 す る 加 熱 装 置 ２ と 、 切 断 装 置 １ 、 加 熱 装 置 ２  
及 び 回 収 装 置 ３ を 支 持 す る 支 持 軸 ４ と を 備 え て い る 。 切 断 装 置 １ 、 加 熱 装 置 ２ 、 回 収 装 置  
３ 及 び 支 持 軸 ４ は 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 挿 入 し て 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 支 持 軸 ４ は 、 一 例 と し て 長 尺 の 棒 状 の 部 材 で あ る 。 支 持 軸 ４ は 、 他 の 例 と し て 、 ワ イ ヤ  
状 の 部 材 で あ っ て も よ い 。 支 持 軸 ４ は 、 切 断 装 置 １ 、 加 熱 装 置 ２ 及 び 回 収 装 置 ３ を 支 持 し  
て い る 。 切 断 装 置 １ 、 加 熱 装 置 ２ 及 び 回 収 装 置 ３ は 、 支 持 軸 ４ に 支 持 さ れ た 状 態 で 、 埋 設  
管 ６ の 内 部 に 挿 入 さ れ 、 ま た 引 き 出 し 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 切 断 装 置 １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 埋 設 管 ６ （ 図 ２ 参 照 ） を 内 部 か ら 切 断 す る 刃 部 １ ０  
と 、 刃 部 １ ０ を 支 持 し 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に お け る 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 を 回 転 軸 心 と し て  
の 刃 部 １ ０ の 回 転 を 許 容 す る 切 断 装 置 本 体 １ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 切 断 装 置 １ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 刃 部 １ ０ の 刃 先 を 埋 設 管 ６ の 内 壁 面 に 押 し 当 て た 状  
態 で 、 刃 部 １ ０ を 埋 設 管 ６ の 内 壁 面 に 対 し て 螺 旋 状 に 移 動 さ せ る こ と で 、 埋 設 管 ６ を 内 部  
か ら 螺 旋 状 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 切 断 装 置 １ は 、 例 え ば 、 支 持 軸 ４ を 回 転 軸 と し て 切 断 装 置 本 体 １ １ を 回 転 さ せ な が ら 、  
支 持 軸 ４ に 沿 っ て 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 （ 支 持 軸 ４ の 軸 方 向 と 同 じ ） に 切 断 装 置 本 体 １ １ を  
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移 動 さ せ る こ と で 、 刃 部 １ ０ を 埋 設 管 ６ の 内 壁 面 に 対 し て 螺 旋 状 に 移 動 さ せ る こ と が で き  
る 。 一 例 と し て 、 切 断 装 置 １ が 走 行 機 構 を 有 し 、 支 持 軸 ４ を 走 行 レ ー ル と し て 、 埋 設 管 ６  
の 延 在 方 向 に 走 行 し て 移 動 し て よ い 。 ま た 、 切 断 装 置 １ は 、 支 持 軸 ４ と 共 に 、 埋 設 管 ６ の  
延 在 方 向 に 移 動 し て よ い 。 す な わ ち 、 支 持 軸 ４ を 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 移 動 さ せ る こ と に  
よ っ て 切 断 装 置 １ を 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 移 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ４ で は 、 一 例 と し て 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 、 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 切 断 装 置 １ を 挿 入  
し な が ら 埋 設 管 ６ を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て い る 場 合 を 示 し て い る 。 図 ４ 中 、 実 線 で 示  
し た 切 断 線 ６ ａ は 、 埋 設 管 ６ に お け る 切 断 さ れ た 部 分 を 示 し て い る 。 切 断 線 ６ ａ は 、 埋 設  
管 ６ に お い て 螺 旋 状 の 軌 跡 を 描 い て い る 。 す な わ ち 、 切 断 装 置 １ に よ っ て 埋 設 管 ６ が 螺 旋  
状 の 切 断 片 に 切 断 さ れ て い る 。 な お 、 一 旦 奥 側 ま で 切 断 装 置 １ を 挿 入 し た 後 、 切 断 装 置 １  
を 手 前 側 に 引 き 抜 き な が ら 埋 設 管 ６ を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 回 収 装 置 ３ は 、 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 す る ア ン カ ー 部 ３ ０ と 、 埋  
設 管 ６ の 内 部 を 介 し て 埋 設 管 ６ に お け る 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら ア ン カ ー 部 ３ ０ を 外 部 へ  
引 き 出 す 牽 引 部 ３ １ と を 備 え て い る 。 回 収 装 置 ３ は 、 埋 設 管 ６ に お け る 手 前 側 の 端 部 の 開  
口 か ら 埋 設 管 ６ の 切 断 片 （ 図 ４ 参 照 ） を 埋 設 管 ６ の 外 部 へ 引 き 出 す 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ア ン カ ー 部 ３ ０ は 、 先 端 部 ３ ０ ａ が 例 え ば 槍 状 や フ ッ ク 状 の 係 合 部 と な っ て い る 、 ワ イ  
ヤ 状 や 棒 状 の 牽 引 部 材 ３ ０ ｂ を 有 す る 部 材 で あ る 。 牽 引 部 材 ３ ０ ｂ の 根 元 側 は 牽 引 部 ３ １  
に 接 続 さ れ て い る 。 ア ン カ ー 部 ３ ０ は そ の 先 端 部 ３ ０ ａ を 、 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ  
る 。 ア ン カ ー 部 ３ ０ は 、 埋 設 管 ６ の 奥 側 、 特 に 埋 設 管 ６ の 奥 側 端 部 に お い て 、 埋 設 管 ６ の  
切 断 片 に 係 合 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 ア ン カ ー 部 ３ ０ は 、 例 え ば 、 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 槍  
状 と し た 先 端 部 ３ ０ ａ を 突 き 刺 し た り 、 フ ッ ク 状 と し た 先 端 部 ３ ０ ａ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片  
に 引 っ 掛 け た り し て 、 先 端 部 ３ ０ ａ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ る こ と が で き る 。 本 実  
施 形 態 で は 、 以 下 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ の 先 端 部 ３ ０ ａ が 槍 状 で あ る 場 合 を 例 示 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 牽 引 部 ３ １ は 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ を 支 持 し て お り 、 ま た 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ に お  
け る 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら ア ン カ ー 部 ３ ０ を 外 部 へ 引 き 出 す 。 こ れ に よ り 、 埋 設 管 ６ に  
お け る 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 埋 設 管 ６ の 切 断 片 （ 図 ４ 参 照 ） を 埋 設 管 ６ の 外 部 へ 引 き 出  
す こ と が で き る 。 以 下 で は 、 埋 設 管 ６ に お け る 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 埋 設 管 ６ の 切 断 片  
を 埋 設 管 ６ の 外 部 へ 引 き 出 す こ と を 、 単 に 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 と 記 載 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 回 収 装 置 ３ は 、 例 え ば 支 持 軸 ４ に 沿 っ て 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に お け る 手 前 側 に 向 け て 牽  
引 部 ３ １ を 移 動 さ せ る こ と で 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ を 手 前 側 に 牽 引 し 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ を 外 部  
へ 引 き 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 回 収 装 置 ３ の 移 動 は 、 一 例 と し て 、 回 収 装 置 ３ が 走 行 機 構 を 有 し 、 支 持 軸 ４ を 走 行 レ ー  
ル と し て 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 走 行 し て 移 動 し て よ い 。 ま た 、 回 収 装 置 ３ は 、 支 持 軸 ４  
と 共 に 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 移 動 し て よ い 。 す な わ ち 、 支 持 軸 ４ を 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向  
に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 回 収 装 置 ３ を 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 移 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 牽 引 部 ３ １ は 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ の 先 端 部 ３ ０ ａ を 埋 設 管 ６ に 向 け て 射 出 す る 射 出 機 構 を  
備 え て も よ い 。 牽 引 部 ３ １ は 、 当 該 射 出 機 構 に よ っ て 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ の 先 端 部 ３ ０ ａ を  
埋 設 管 ６ に 向 け て 射 出 し 、 ア ン カ ー 部 ３ ０ の 先 端 部 ３ ０ ａ を 埋 設 管 ６ に 突 き 刺 し て ア ン カ  
ー 部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ に 係 合 さ せ て よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 加 熱 装 置 ２ は 、 水 蒸 気 を 埋 設 管 ６ の 内 部 に 供 給 す る ノ ズ ル 部 ２ ０ と  
、 ノ ズ ル 部 ２ ０ を 支 持 す る 加 熱 装 置 本 体 ２ １ と を 備 え て い る 。 加 熱 装 置 ２ は 、 例 え ば 支 持  
軸 ４ に 沿 っ て 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 加 熱 装 置 本 体 ２ １ を 移 動 さ せ る こ と で 、 ノ ズ ル 部 ２ ０  
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か ら 供 給 さ せ る 水 蒸 気 を 埋 設 管 ６ の 内 壁 面 の 任 意 の 箇 所 に 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 加 熱 装 置 ２ の 移 動 は 、 一 例 と し て 、 加 熱 装 置 ２ が 走 行 機 構 を 有 し 、 支 持 軸 ４ を 走 行 レ ー  
ル と し て 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 走 行 し て 移 動 し て よ い 。 ま た 、 加 熱 装 置 ２ は 、 支 持 軸 ４  
と 共 に 、 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 移 動 し て よ い 。 す な わ ち 、 支 持 軸 ４ を 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向  
に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 加 熱 装 置 ２ を 埋 設 管 ６ の 延 在 方 向 に 移 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ノ ズ ル 部 ２ ０ は 、 水 蒸 気 を 噴 出 さ せ る （ 供 給 す る ） 蒸 気 ノ ズ ル で あ る 。 ノ ズ ル 部 ２ ０ は  
、 水 蒸 気 を 埋 設 管 ６ の 内 部 に 供 給 す る こ と に よ り 、 埋 設 管 ６ を 加 熱 し て 、 軟 化 さ せ る こ と  
が で き る 。 こ れ に よ り 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 の 際 に 、 埋 設 管 ６ の 切 断 片 を 軟 化 さ せ て 、 埋 設 管  
６ の 切 断 片 の 埋 設 管 ６ の 外 部 へ 引 き 出 し を 容 易 と す る こ と が で き る 。 な お 、 ノ ズ ル 部 ２ ０  
へ の 水 蒸 気 の 供 給 は 、 耐 熱 及 び 耐 圧 性 の あ る フ レ キ 配 管 な ど を 介 し て 行 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ノ ズ ル 部 ２ ０ か ら 埋 設 管 ６ 内 に 供 給 さ れ る 水 蒸 気 は 、 い わ ゆ る 過 熱 水 蒸 気 （ s u p e r h e a t  
e d  s t e a m ） で あ る こ と が 好 ま し い 。 過 熱 水 蒸 気 を 用 い る こ と で 、 容 易 に 大 き な 熱 量 を 埋 設  
管 ６ に 供 給 し 、 速 や か に 埋 設 管 ６ を 軟 化 さ せ る こ と が で き る 。 過 熱 水 蒸 気 の 温 度 は 、 例 え  
ば １ ０ ０ ℃ 以 上 １ ５ ０ ℃ 以 下 と す る と 好 適 で あ る 。 過 熱 水 蒸 気 の 温 度 が １ ０ ０ ℃ 未 満 で あ  
れ ば 埋 設 管 ６ が 十 分 に 軟 化 し な い 場 合 が あ る 。 過 熱 水 蒸 気 の 温 度 が １ ５ ０ ℃ を 超 え る と 、  
埋 設 管 ６ が 熱 溶 融 し て し ま う 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 で は 、 埋 設 管 路 撤 去 装 置 １ ０ ０ を 用 い た 場 合 を 例 示 し て 、 本 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管  
路 撤 去 方 法 の 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管 の 撤 去 方 法 は 、 一 例 と し て 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 、 埋 設 管 ６ に お  
け る 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 切 断 装 置 １ を 挿 入 す る 挿 入 工 程 （ 図 ４ 参 照 ） と 、 埋 設 管 ６ の  
内 部 に 挿 入 さ れ た 切 断 装 置 １ で 埋 設 管 ６ の 管 壁 を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て 帯 状 の 切 断 片  
と す る 切 断 工 程 （ 図 ４ 参 照 ） と 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 か ら 埋 設 管 ６ の 内 部 に 加 熱 装 置 ２ を 挿  
入 す る 工 程 （ 図 ５ 参 照 ） と 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 挿 入 さ れ た 加 熱 装 置 ２ に よ っ て 埋 設 管 ６ を  
内 部 か ら 加 熱 す る 加 熱 工 程 （ 図 ６ 参 照 ） と 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 か ら 埋 設 管 ６ の 内 部 に 回 収  
装 置 ３ を 挿 入 す る 工 程 （ 図 ７ 参 照 ） と 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 挿 入 さ れ た 回 収 装 置 ３ の ア ン カ  
ー 部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ て （ 図 ８ 参 照 ） 、 埋 設 管 ６ の 切 断 片 を 、 埋 設 管 ６  
の 内 部 を 介 し て 手 前 側 か ら 外 部 へ 引 き 出 す 回 収 工 程 （ 図 ９ 、 図 １ ０ 参 照 ） と 、 を 含 ん で い  
る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 下 で は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 加 熱 装 置 ２ を 挿 入 す る 工 程 を 、 加 熱 装  
置 挿 入 工 程 と 称 す る 場 合 が あ る 。 ま た 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 回 収 装 置 ３  
を 挿 入 す る 工 程 を 、 回 収 装 置 挿 入 工 程 と 称 す る 場 合 が あ る 。 そ し て 、 こ れ ら ２ つ の 工 程 と  
の 区 別 の た め 、 切 断 装 置 １ を 挿 入 す る 挿 入 工 程 を 、 切 断 装 置 挿 入 工 程 と 称 す る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ４ に 示 す 挿 入 工 程 （ 切 断 装 置 挿 入 工 程 ） で は 、 既 に 切 断 装 置 １ に つ い て の 説 明 で 述 べ  
た よ う に 、 埋 設 管 ６ の 内 部 に 、 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 切 断 装 置 １ を 挿 入 し な が ら 埋 設 管  
６ を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て よ い 。 ま た 、 一 旦 奥 側 ま で 切 断 装 置 １ を 挿 入 し た 後 、 切 断  
装 置 １ を 手 前 側 に 引 き 抜 き な が ら 埋 設 管 ６ を 内 部 か ら 螺 旋 状 に 切 断 し て も よ い 。 埋 設 管 ６  
は 内 部 か ら 切 断 さ れ る た め 、 埋 設 管 ６ の 切 断 時 に 、 隣 接 す る 埋 設 管 ７ （ 図 １ 参 照 ） に ダ メ  
ー ジ を 与 え る こ と は 無 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 加 熱 工 程 で は 、 既 に 加 熱 装 置 ２ に つ い て の 説 明 で 述 べ た よ う に 、 水 蒸 気 を 埋 設 管 ６ の 内  
部 に 供 給 す る こ と に よ り 、 埋 設 管 ６ を 加 熱 し て 軟 化 さ せ る （ 図 ６ 参 照 ） 。 図 ６ で は 、 ノ ズ  
ル 部 ２ ０ か ら 水 蒸 気 の 蒸 気 流 ２ ９ を 吐 出 し て 供 給 し て い る 場 合 を 示 し て い る 。 な お 、 埋 設  
管 ６ は 内 部 か ら 加 熱 さ れ る た め 、 埋 設 管 ６ の 加 熱 時 に 、 隣 接 す る 埋 設 管 ７ （ 図 １ 参 照 ） に  
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ダ メ ー ジ を 与 え る こ と は 無 い 。 水 蒸 気 の 供 給 は 、 一 旦 奥 側 ま で 加 熱 装 置 ２ を 挿 入 し た 後 、  
加 熱 装 置 ２ を 手 前 側 に 引 き 抜 き な が ら 行 う こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 作 業 効 率 よ く 埋  
設 管 ６ を 加 熱 す る こ と が で き る 。 水 蒸 気 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 加 熱 装 置 ２ を 挿 入 し な が  
ら 水 蒸 気 を 供 給 し て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 加 熱 装 置 ２ を 奥 側 ま で 挿 入 し た 後 に 手 前 側 に 引  
き 抜 く 際 に も 水 蒸 気 の 供 給 を 継 続 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 回 収 工 程 を 行 う 前 に  
埋 設 管 ６ が 冷 却 さ れ て し ま う こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 加 熱 工 程 は 、 切 断 工 程 後 に 行 う こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 回 収 工 程 を 行 う 前 に 埋 設  
管 ６ が 冷 却 さ れ て し ま う こ と を 防 止 で き る 。 な お 、 加 熱 工 程 を 切 断 工 程 の 前 に 行 う と 、 埋  
設 管 ６ の 軟 化 に よ り 切 断 工 程 に お け る 切 断 が 容 易 と な る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 回 収 工 程 で は 、 埋 設 管 ６ の 奥 側 に お い て 、 特 に 埋 設 管 ６ の 奥 側 端 部 に お い て 、 ア ン カ ー  
部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ る と よ い （ 図 ８ 参 照 ） 。 そ し て 、 牽 引 部 ３ １ を 手 前  
側 へ 移 動 さ せ て （ 図 ９ 参 照 ） 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら 牽 引 部 ３ １ を 外 部 へ 引  
き 出 す （ 図 １ ０ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 の 端 部 の 開 口 か ら ア ン カ ー 部 ３ ０  
を 外 部 へ 引 き 出 し て 、 埋 設 管 ６ に お け る 奥 側 か ら 埋 設 管 ６ の 切 断 片 を 埋 設 管 ６ の 内 部 へ 引  
き 込 み 、 当 該 内 部 を 介 し て 手 前 側 の 埋 設 管 ６ の 端 部 の 開 口 か ら 切 断 片 を 外 部 へ 引 き 出 す （  
埋 設 管 ６ の 撤 去 を 行 う ） こ と が で き る （ 図 ９ 、 １ ０ 参 照 ） 。 す べ て の 切 断 片 が 埋 設 管 ６ の  
外 部 （ 埋 設 管 ６ が 埋 設 さ れ て い た 空 間 部 分 の 外 部 ） へ 引 き 出 さ れ た 状 態 が 、 埋 設 管 ６ が 地  
中 Ｇ （ 図 １ 参 照 ） か ら 完 全 に 引 き 出 さ れ た 状 態 で あ る 。 そ の 後 は 、 マ ン ホ ー ル ８ 内 か ら 埋  
設 管 ６ を 回 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ こ で 、 上 述 の よ う に 、 埋 設 管 ６ の 奥 側 に お い て （ 特 に 埋 設 管 ６ の 奥 側 端 部 に お い て ）  
、 ア ン カ ー 部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ る こ と で 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 が 容 易 と な る  
。 埋 設 管 ６ の 奥 側 端 部 に お い て ア ン カ ー 部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ る こ と に よ  
り 、 奥 側 端 部 の 切 断 片 か ら 順 に 外 部 に 引 き 出 す こ と が で き る よ う に な り 、 切 断 片 が 埋 設 管  
６ の 内 部 で 絡 ま る こ と な く 、 円 滑 に 外 部 に 引 き 出 す こ と が で き る た め で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 埋 設 管 ６ の 奥 側 端 部 に お い て ア ン カ ー 部 ３ ０ を 埋 設 管 ６ の 切 断 片 に 係 合 さ せ る こ と に よ  
り 、 以 下 の 点 で も 埋 設 管 ６ の 撤 去 が 容 易 と な る 。 す な わ ち 、 奥 側 端 部 の 切 断 片 か ら 順 に 外  
部 に 引 き 出 す こ と が で き る よ う に な る こ と か ら 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 端 部 が 、 埋 設 管 ６ の 撤  
去 の 最 終 段 階 ま で 管 の 形 状 を 保 っ た 状 態 で 維 持 さ れ る 。 そ の た め 、 切 断 片 を 外 部 に 引 き 出  
す た め の 経 路 （ つ ま り 、 埋 設 管 ６ の 内 部 空 間 ） を 埋 設 管 ６ の 撤 去 の 最 終 段 階 ま で 確 保 で き  
る 。 上 述 し た よ う に 、 埋 設 管 ６ の 端 部 の 近 傍 及 び カ バ ー ８ １ 、 ９ １ の 端 部 の 近 傍 の 土 壌 は  
砂 で あ り 、 崩 れ や す い 。 仮 に 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 端 部 が 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 の 最 終 段 階 ま で  
管 の 形 状 を 保 っ た 状 態 で 維 持 さ れ な け れ ば 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 の 途 中 段 階 で 土 壌 が 崩 落 し て  
埋 設 管 ６ の 撤 去 が 中 断 し て し ま う こ と に も な り か ね な い 。 し か し 、 埋 設 管 ６ の 手 前 側 端 部  
が 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 の 最 終 段 階 ま で 管 の 形 状 を 保 っ た 状 態 で 維 持 さ れ る こ と に よ り 、 周 辺  
土 壌 の 崩 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 切 断 片 を 外 部 に 引 き 出 す た め の 経 路 を  
埋 設 管 ６ の 撤 去 の 最 終 段 階 ま で 確 保 で き る の で あ る 。 し た が っ て 、 埋 設 管 ６ の 撤 去 が 容 易  
と な る の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 埋 設 管 ６ の 切 断 片 は 埋 設 管 ６ の 内 部 を 介 し て 外 部 に 引 き 出 さ れ る た め 、 埋 設 管 ６ の 撤 去  
時 に 、 隣 接 す る 埋 設 管 ７ （ 図 １ 参 照 ） に ダ メ ー ジ を 与 え る こ と は 無 い 。 ま た 、 周 辺 土 壌 の  
崩 落 を 防 止 し な が ら 埋 設 管 ６ の 撤 去 が 行 わ れ る 点 で も 、 隣 接 す る 埋 設 管 ７ に ダ メ ー ジ を 与  
え る こ と は 無 い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 で は 、 切 断 装 置 挿 入 工 程 及 び 切 断 工 程 を 実 施 し た 後  
、 加 熱 装 置 挿 入 工 程 及 び 加 熱 工 程 を 実 施 し 、 更 に そ の 後 、 回 収 装 置 挿 入 工 程 及 び 回 収 工 程  
を 実 施 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 で は 、 切 断 装 置  
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挿 入 工 程 、 切 断 工 程 、 加 熱 装 置 挿 入 工 程 、 加 熱 工 程 、 回 収 装 置 挿 入 工 程 及 び 回 収 工 程 を こ  
の 順 に 行 っ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
（ 変 形 例 の 説 明 ）
　 本 実 施 形 態 に 係 る 埋 設 管 路 撤 去 方 法 で は 、 切 断 装 置 挿 入 工 程 、 切 断 工 程 、 加 熱 装 置 挿 入  
工 程 、 加 熱 工 程 、 回 収 装 置 挿 入 工 程 及 び 回 収 工 程 を こ の 順 に 行 う 場 合 に 限 ら れ ず 、 切 断 装  
置 挿 入 工 程 、 加 熱 装 置 挿 入 工 程 及 び 回 収 装 置 挿 入 工 程 を 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 同 時 に 行  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 切 断 装 置 挿 入 工 程 、 加 熱 装 置 挿 入 工 程 及 び 回 収 装 置 挿 入 工 程 を 同 時 に 行 う 場 合 （ 以 下 、  
同 時 挿 入 の 場 合 と 記 載 す る ） は 、 手 前 側 か ら 奥 側 に 向 け て 、 切 断 装 置 １ 、 加 熱 装 置 ２ 及 び  
回 収 装 置 ３ の 順 に 配 列 す る こ と が で き る 。 同 時 挿 入 の 場 合 、 切 断 装 置 挿 入 工 程 に お い て 、  
加 熱 装 置 ２ や 回 収 装 置 ３ が 、 一 時 的 に 奥 側 の マ ン ホ ー ル ９ 内 に 押 し 出 さ れ る こ と は 許 容 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 同 時 挿 入 の 場 合 は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 切 断 工 程 、 加 熱 工 程 及 び 回 収 工 程 を 同 時 に 実  
施 し て も よ い 。 す な わ ち 、 切 断 装 置 １ で 埋 設 管 ６ を 切 断 し な が ら 、 切 断 さ れ た 埋 設 管 ６ の  
切 断 片 を 加 熱 装 置 ２ で 順 次 加 熱 し 、 加 熱 さ れ た 切 断 片 を 回 収 装 置 ３ で 引 き 出 し て よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に し て 、 不 要 管 路 の み を 選 択 し て 撤 去 可 能 な 埋 設 管 路 撤 去 方 法 及 び 埋 設 管 路  
撤 去 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
〔 別 実 施 形 態 〕
（ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 加 熱 装 置 挿 入 工 程 及 び 加 熱 工 程 を 実 施 す る 場 合 を 例 示 し て 説 明  
し た が 、 加 熱 工 程 は 必 須 で は な い 。 例 え ば 、 埋 設 管 ６ が 鋼 管 の 場 合 は 、 加 熱 工 程 は 実 施 し  
な い 場 合 が あ る 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 撤 去 装 置 １ ０ ０ が 切 断 装 置 １ 、 加 熱 装 置 ２ 及  
び 回 収 装 置 ３ を 備 え る 場 合 を 例 示 し て 説 明 し た が 、 加 熱 工 程 は 実 施 し な い 場 合 は 、 撤 去 装  
置 １ ０ ０ は 加 熱 装 置 ２ を 備 え て な く て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 加 熱 工 程 に お い て 、 水 蒸 気 で 埋 設 管 ６ を 加 熱 す る 場 合 を 説 明 し  
た 。 し か し 、 埋 設 管 ６ の 加 熱 は 、 水 蒸 気 を 用 い る 場 合 に 限 ら れ な い 。 例 え ば 、 赤 外 線 を 照  
射 し て 埋 設 管 ６ を 加 熱 し て も よ い し 、 埋 設 管 ６ に 高 温 の 油 な ど の 熱 媒 を 通 流 さ せ て 加 熱 す  
る こ と も で き る 。 ま た 、 埋 設 管 ６ に 温 風 を 通 流 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 （ 別 実 施 形 態 を 含 む 、 以 下 同 じ ） で 開 示 さ れ る 構 成 は 、 矛 盾 が 生 じ  
な い 限 り 、 他 の 実 施 形 態 で 開 示 さ れ る 構 成 と 組 み 合 わ せ て 適 用 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま  
た 、 本 明 細 書 に お い て 開 示 さ れ た 実 施 形 態 は 例 示 で あ っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は こ れ に 限  
定 さ れ ず 、 本 発 明 の 目 的 を 逸 脱 し な い 範 囲 内 で 適 宜 改 変 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 は 、 不 要 管 路 の み を 選 択 し て 撤 去 可 能 な 埋 設 管 路 撤 去 方 法 及 び 埋 設 管 路 撤 去 装 置  
に 適 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
１         切 断 装 置
１ ０       刃 部
１ ０ ０     撤 去 装 置 （ 埋 設 管 路 撤 去 装 置 ）
１ １       切 断 装 置 本 体
２         加 熱 装 置
２ ０       ノ ズ ル 部
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２ １       加 熱 装 置 本 体
２ ９       蒸 気 流
３         回 収 装 置
３ ０       ア ン カ ー 部
３ ０ ａ     先 端 部
３ ０ ｂ     牽 引 部 材
３ １       牽 引 部
４         支 持 軸
６         埋 設 管 （ 管 路 ）
６ ａ       切 断 線
７         埋 設 管
７ １       埋 設 管
７ ３       埋 設 管
８         マ ン ホ ー ル
８ ０       側 壁
８ １       カ バ ー
８ ２       ス リ ー ブ
８ ３       蓋 部
８ ６       貫 通 孔
９         マ ン ホ ー ル
Ｇ         地 中
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】



10

20

30

40

50

JP 7502708 B2 2024.6.19(12)

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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